
【技術概要】

この技術は、（ａ）ＤＮＡを含む生体試料、塩及びカチ

オン界面活性剤を含有し、かつ塩の濃度がＤＮＡの沈

殿を阻害し始める濃度以上である溶解溶液を、ＤＮＡ

結合性担体と接触させて、試料中のＤＮＡをＤＮＡ結

合性担体に結合させる工程、（ｂ）ＤＮＡを結合した担

体を他の成分から分離する工程、（ｃ）分離した担体か

ら結合したＤＮＡを解離させる工程、及び（ｄ）解離

したＤＮＡを収集する工程を含む、生体試料中に含ま

れるＤＮＡを単離する方法に関する。ここで、ＤＮＡ

結合性担体と接触のインキュベーション時間は、溶解

溶液の組成及び量、並びにＤＮＡ結合性担体の種類と

量により適宜決定できるが、通常、３～５分程度で十

分である。また、インキュベーションは非加温で行う

ことができ、必要により、適宜加熱することもできる

が、含まれるＤＮＡが変性する条件は避けることが好

ましい。

【特記事項・図面・その他】

ＤＮＡの単離方法

【効果】

本技術によれば、生体試料を前処理するとこなくそ

のまま使用することができ、かつＤＮＡの収率も高

い精製されたＤＮＡを回収する方法を提供するこ

とができる。特に、オートメーション化が可能なよ

うに、必要により、遠心分離や抽出等の煩雑な操作

も不要であり、より簡単な構造の器具を使用し、か

つより少ない操作により行える方法である。
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【目的】

生体試料を前処理するとこなくそのまま使用する

ことができ、かつＤＮＡの収率も高い精製されたＤ

ＮＡを回収する方法であって、オートメーション化

が可能なように、遠心分離や抽出等の煩雑な操作も

不要であり、より簡単な構造の器具を使用し、かつ

より少ない操作により行える方法の提供。

参考例で得られた塩濃度と 260nm の

吸光度との関係
実施例２で得られた電気泳動の結果


